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 柱梁のせん断非線形を考慮した解析を行いたい 

建物の構造設計を行う際は、一般的には設計上せん断降伏は許容しないため、せん

断非線形は考えないことが多いですが、既存建物の実状評価等を行いたい場合には、

せん断ひび割れやせん断破壊を考慮した解析により建物の性状を把握したい場合があ

ります。RESP-D ではせん断ひび割れ、せん断破壊を踏まえたせん断非線形を考慮した

解析を行うことができます。 

 

【ステップ】 

1. 柱・梁に対するせん断非線形を考慮する設定を行います。 

2. 静的非線形解析を実施します。 

3. 結果を確認します。 
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1 せん断非線形を考慮する設定を行います。 

  「計算条件」->「部材復元力特性計算条件」->「部材非線形条件 2」->「せん断

破壊の考慮」にて、柱・梁それぞれに対してせん断非線形の考慮方法を選択します。 
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2 非線形解析を実施します。 

「計算・出力」->「計算実行」->「終局検定」を実行します。 
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3 結果を確認します。 

「計算・出力」->「静的解析構造計算書」->「§12.荷重増分解析」->「12.4 終

局ヒンジ発生図」で、せん断非線形を考慮した場合としない場合の結果の違いを比

較します。 
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＜せん断非線形を考慮した場合の終局ヒンジ発生図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜せん断非線形を考慮しない場合の終局ヒンジ発生図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※せん断非線形を考慮しない場合でも終局検定により

余裕率が 1.0 を下回る場合ヒンジマークが付きます。 
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なお、振動解析では負勾配の特性を持つせん断非線形を考慮することも可能です。た

だし、負勾配領域に入る場合には瞬間剛性比例減衰を採用している場合極端に解が発散

しやすくなることがあります。その場合、十分に減衰定数を低減させた初期剛性比例減

衰を用いるなどの対策が有効です。 
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